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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月25日(2016.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂肪酸アルキルエステル、グリセロールホルマールおよびバイオエステル脂肪酸グリセ
ロールホルマールエステルを含む数種類の組成物を同時に得る方法であって、
　（Ａ）トリグリセリド、グリセロールおよびジアルコキシメタンを、均一または不均一
な酸触媒の存在下で反応させ、その結果２層を形成させる工程であり、上層が脂肪酸アル
キルエステル、脂肪酸グリセロールホルマールエステルおよび過剰のジアルコキシメタン
およびアルキルアルコールの混合物を含み、下層がグリセロールホルマール、過剰グリセ
ロール、および均一触媒が反応で使用された場合には均一触媒、の混合物を含む工程、
　（Ｂｌ）脂肪酸アルキルエステルおよび脂肪酸グリセロールホルマールエステルを含む
組成物を得るために、ジアルコキシメタンおよびアルキルアルコールを、上層から分離す
る工程、
　または（Ｂ１）の代わりに、（Ｃ）脂肪酸アルキルエステルを含む組成物およびグリセ
ロールホルマールを含む組成物を得るために、工程（Ａ）により得られた上層からの化合
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物を、アルキルアルコールと酸触媒の混合物と反応させる工程、
　（Ｂ２）グリセロールホルマールを含む組成物を得るために、グリセロールホルマール
を未反応のグリセロール、および均一触媒が工程（Ａ）で使用された場合には、均一触媒
を、下層から分離する工程、
　（Ｄ）工程（Ｂｌ）で得られた組成物または工程（Ｃ）で得られた脂肪酸アルキルエス
テルを含む組成物と、工程（Ｃ）で得られたグリセロールホルマールを含む組成物との間
のエステル交換反応を、均一なまたは不均一なエステル交換触媒の存在下で実施して、脂
肪酸グリセロールホルマールエステルを含む組成物を形成させる工程、
を含む方法。
【請求項２】
　工程（Ａ）で使用されるグリセロールが水をさらに含有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程（Ａ）においてトリグリセリドのジアルコキシメタンに対するモル比が、１から６
の間および１から３０の間であり、トリグリセリドのグリセロールに対するモル比が１か
ら３の間および１から７の間であり、且つジアルコキシメタンが３から９個の炭素原子を
含有する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　工程（Ａ）においてジアルコキシメタンがジメトキシメタンである場合に、脂肪酸メチ
ルエステルおよびメタノールが、上層中で脂肪酸グリセロールホルマールエステルおよび
過剰のジメトキシメタンと一緒に得られる、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　工程（Ａ）で使用される酸触媒が、硫酸である均一触媒または酸性イオン交換樹脂であ
る不均一触媒である、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　工程（Ａ）の反応温度が５５℃と８５℃の間である、請求項１～５のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項７】
　工程（Ｄ）で使用されるエステル交換触媒がチタンアルコキシドであり、該アルコキシ
ド基は１から６個の炭素原子を含有する、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　工程（Ｂｌ）からの過剰のジアルコキシメタンおよびアルキルアルコール並びに工程（
Ｂ２）からの未反応のグリセロールおよび工程（Ａ）で均一触媒が使用された場合には均
一触媒を、再使用するかまたは方法にリサイクルすることができる、請求項１～７のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　工程（Ｃ）において、アルキルアルコールはメタノールであり、前記工程（Ｃ）におい
てジメトキシメタンが反応剤として使用された場合には、脂肪酸アルキルエステルは脂肪
酸メチルエステルである、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　工程（Ｃ）で使用される酸触媒は、硫酸である均一触媒であるか、または酸性イオン交
換樹脂である不均一触媒である、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
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